
後期の生徒会本部役員・専門委員長・学級委員長を紹

介します！ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

                
 

  

 

 

生徒会役員候補者立会演説会及び役員選挙が 11 月 9 日に行わ

れました。今年は、リモートで演説しました。後期の役員の皆さ

んの活躍を楽しみにしています。 

 

会長   ２－１        生活委員長 

 副会長  ２－２        ２－４ 

      １－３        給食委員長 

 本部役員 ２－３        ２－３  

       ２－３        図書委員長 

       ２－４        ２－４  

      １－１        保健委員長 

      １－２        ２－４  

      １－２         放送委員長 

 １学年学級委員長        ２－２   

      １－３        環境委員長 
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      ２－３        安全委員長 
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１ 水 南中人権週間 

２ 木 5 時間授業 

３ 金  

４ 土  

５ 日  

６ 月  

７ 火 中央委員会 

８ 水  

９ 木 専門委員会 

5 時間授業 

10 金   

11 土  

12 日  

13 月  

14 火 生徒集会 授業参観 

PTA 理事会 

15 水 授業参観 

16 木 5 時間授業 

17 金 保護者会 5 時間授業 

18 土   

19 日  

20 月  

21 火  

22 水 給食終了 ４時間授業 

23 木 大掃除 3 時間 

24 金  終業式 

25 土 冬期休業日 

1 月 

11 火 始業式 

12 水 3 時間 発育測定 

13 木 給食開始 避難訓練 

14 金  

          みんなちがって、みんないい！ 
                                                 校 長 広木 友和 
私 「自分の長所はどんなところかな？」 

生徒Ａ「(間髪入れずに) 誰にでも優しくできるところです。」 

生徒Ｂ「(少し間をおいて) やろうと思ったことは、最後まで諦めずに取り組むところです。」 

 １０月下旬から行っている３年生との校長面接の一場面です。Ａさんのように自信を

もって答えられる生徒は少なく、多くの生徒は、少し考え、言葉を選びながら答えてく

れます。このことは、本校の生徒だけでなく、日本の若者の傾向のようです。 

 平成３０年度に行なった若者(１３歳から２９歳)の意識に関する調査結果では、「自

分には長所がある」の質問に対しての日本人の肯定回答率は６２．２％で、調査した６

か国の中では最下位でした。最も高かったのはフランスで９０．６％でした。各国それ

ぞれの文化や習慣、そこで育った人間性等を鑑みると、数字だけで単純な比較はできな

いものの、日本の若者にはもっと自己肯定感を高く持ってもらいたいものです。 

 「容姿に自信がない」日本、友達と比べてしまう･･･という新聞記事を目にしました。 

鏡や写真にうつる自分の「見た目」が気になったこ 

とは、程度の差はあれ多くの人があると思います。 

周りから見れば些細なことでも、当人は気になって 

仕方がない、ということもあるかもしれません。先 

程と同じ調査で「容姿に誇りを持っている」と答え 

た人の割合で、最も高かったのはアメリカで３８． 

６％、日本は６％と、またも最下位でした。モデルで女優の長井
な が い

短
みじか

さんは、小学５年

生くらいから、周囲と比べて背が高いことがコンプレックスだったそうです。しかしな 

がら高校生くらいになると、好きだった本や映画の影響から「内なるものを磨くことが                

魅力になる」という気持ちが芽生え、見た目をどうこうしよ 

うとは思わなくなったそうです。今では、内面も外見もどち 

らも同じように「自分」なんだと思えるようなったと･･･ 

 「人は中身が大事」という言葉を理解している人が多い一 

方で、多くの人が「見た目が気になる」ことも事実です。相反
あいはん

する二つの考えについては、バランスをどう取るか、前向き

に悩みながら生きていくことが大切だと私は考えます。 

  ＳＮＳ等で情報過多の時代、様々な他者との比較で自分の

心を曇らせる必要はありません。 

みんなちがって、みんないい！のですから・・・ 

 

 

みなみ風 
学校教育目標 

み 自ら学び 

な 仲間と光り 

み 未来に鍛える 

生徒数 
１年生 171名 
２年生 159名 
３年生 156名 
特別支援 10名    
計  496名 

昭和２２年(１９４７年)開校 創立７５年目    南中学校だより  「１２月号」 令和３年１２月１日(水) 

学ぶ力を伸ばす！ R3“もう一歩前へ”  「夢・絆・感謝」でキラリの南中 ～一生懸命がかっこいい～ 

私が両手をひろげても、 

お空はちっとも飛べないが、 

飛べる小鳥は私のように、 

地面を速く走れない。 

私がからだをゆすっても、 

きれいな音は出ないけど、 

あの鳴る鈴は私のように、 

たくさんな唄は知らないよ。 

鈴と、小鳥と、それから私、 

みんなちがって、みんないい。 

(詩人 金子みすゞ) 

 学校図書館のおすすめ本 

新生徒会長 あいさつ  

 第７６期生徒会長になりました、福西愛來です。 

新型コロナウイルスの影響で、行事がなかなかでき

ませんが、南中全員で協力し、学校生活が楽しいと思

えるように頑張りたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

下校時刻…16：45 
 

 

見れば見るほど美しく神秘的な雪の結晶。自然がおりなす芸術

品のひみつを解き明かす、写真絵本です。元々の正体は空のち

り、実は完全な形はほとんどないなど、意外な話も。大人になる

と憂欝になってしまうことも多い雪ですが、この本を開くと「降

らないかな？」とちょっと楽しみにできるかもしれません。 

 

南中 HPの QRコード！ 

『雪の結晶ノート』 

マーク・カッシーノ 

あすなろ書房 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末テスト 11/22・24(月・水) 
自分の努力の結果が試される期末テストが行われまし

た。計画的に学習を積み重ねてきた生徒は、自信を持って

取り組めたはずです。また目標とした家庭学習の時間を計

画的にできるかどうかがカギを握っていました。テストの

結果を直視し、次なる対策をしっかりとたてて、自分自身

を飛躍させましょう。 

南中祭（３年生の部） 11/5(金) 
「戦争」をテーマに、被爆体験された方に来校いただき、実際の話

を聞くことから始まった 3 年の総合学習。アートグループが作成し
た作品(絵画、立体、絵本など)を学年生徒全員で鑑賞し、その後の発
表では、一人ひとりの作品をスクリーンに映し、想いや考えを発表
しました。ナレーショングループは、調べたことをパワーポイント
にまとめ、分かりやすく発表しました。 

生徒会部役員選選挙 11/9(火) 
定数 9名に 12名が立候補し、朝は 

正門に立ってあいさつ運動を行い、昼は放送で、

自分への支持を訴える“政見”放送を行いました。

9 日の立合演説会は、感染防止対策のために校長

室から各教室に映像をライブ配信しました。立候

補者のスピーチの内容と、この日のために何回も

練習してきた姿勢に素晴らしさを感じました。 

薬物乱用防止教室 11/18 (木)  
県警察本部非行防止指導班「「あおぞら」の方より、

2年生を対象に行いました。話の導入は、お酒やた

ばこ。薬物を使ってしまう人の多くが、中学生の頃

からお酒や、たばこを口にしているとのこと。いき

なりではなく、お酒やたばこが薬物の入り口との話

は、とても貴重でした。大麻が若者を中心に増えて

いるとの話もありました。そして、断る勇気の大切

も学びました。 

生徒会本部役員任命式 11/15(月) 
後期委員長任命式 1１/26(木) 
 本部役員・後期の各専門委員長の任命式を行い、校長先生より任命

書と共に期待する言葉をいただき、新たな決意をしました。これから

の南中を託したいと思いますので、期待に応えてほしいと心から願っ

ています。 

非行防止教室開催 11/18（木）   
県警察本部非行防止指導班「あおぞら」の方より 1 年

生を対象に行いました。生徒たちはて身近になっている
インターネットを使いこなしているように見えますが、
使い方を一歩間違えると犯罪の被害者だけではなく、加
害者にもなってしまうことを学ぶことができました。 

 

育成会パトロール 11/5(金)  
育成会役員、保護者、教職員が2班に分かれ学区内

を 1時間程歩いてパトロールしました。事件や事故、

生徒の問題行動を見かけることなく、無事に終わりま

した。 


